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西
公
園

　

駅
の
名
前
と
な
っ
て
い
る
西
公
園
は
、
明
治
八

（
一
八
七
五
）
年
に
作
ら
れ
た
都
市
公
園
で
す
。
仙

台
城
下
の
北
に
あ
っ
た
神し
ん
め
い
し
ゃ

明
社
（
現
在
の
桜
ヶ
岡

大
神
宮
）
を
移
し
、
そ
の
周
辺
の
約
五
五
〇
〇
坪

が
公
園
と
な
り
、
当
初
は
「
桜
ヶ
岡
公
園
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
街
地
の
東
側
に
あ
る
榴つ
つ
じ
が
お
か

ヶ
岡
も
都

市
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と
、
榴
ヶ
岡
公
園
は

「
東
公
園
」、
桜
ヶ
岡
公
園
は
「
西
公
園
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と
く
に
西
公
園
は
花
見

の
名
所
と
な
る
と
と
も
に
、
し
ば
し
ば
博
覧
会
の

会
場
と
し
て
も
使
わ
れ
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
場

所
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
明
治
一
八
（
一
八
八
六
）
年
、
公
園
の

南
端
に
挹ゆ
う
す
い
か
ん

翠
館
と
い
う
料
亭
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

挹
翠
館
は
仙
台
随
一
の
社
交
場
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
宴
会
や

会
合
、
時
に

は
演
説
会
場

や
劇
場
と
し

て
も
用
い
ら

れ
ま
し
た
。

後
に
挹
翠
館

は
仙
台
市
が

買
収
し
、
隣

に
新
設
さ
れ

た
洋
館
と
共

に
仙
台
市
の
公
会
堂
（
市
民
会
館
の
前
身
）
と
し

て
用
い
ら
れ
、
空
襲
で
焼
失
す
る
ま
で
市
の
代
表

的
な
公
共
施
設
と
し
て
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
た

の
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
西
公
園
は
北
に
大
き
く

拡
張
さ
れ
、
公
会
堂
は
そ
の
北
端
（
現
在
の
仙
台

市
民
会
館
の
場
所
）
に
移
転
。
公
園
内
に
は
図
書

館
、
天
文
台
と
い
っ
た
文
教
施
設
、
野
球
場
が
設

け
ら
れ
、
東
北
本
線
を
走
っ
た
蒸
気
機
関
車
の
保

存
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。
公
園
内
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
な
か
で
も
、
恒
例
と

な
っ
た
植
木
市
に
は
多
く
の
市
民
が
訪
れ
、「
杜
の

都
」仙
台
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
た
の
で
す
。

大
名
小
路

　

西
公
園
（
桜
ヶ
岡
公
園
）
が
作
ら
れ
た
場
所
は
、

も
と
も
と
は
仙
台
藩
重
臣
の
屋
敷
が
並
ん
で
い
た

場
所
で
し
た
。
現
在
は
西
公
園
の
東
側
に
道
路
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
広
瀬
川
に
面
し

た
崖
際
を
沿
う
よ
う
に
道
が
作
ら
れ
、
そ
の
東
側

に
多
く
の
重
臣
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

現
在
「
片か
た
ひ
ら
ち
ょ
う

平
丁
」
は
裁
判
所
か
ら
東
北
大
学
片

平
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近
を
指
し
ま
す
が
、
江
戸
時
代

は
西
公
園
付
近
も
「
片
平
丁
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

　

時
代
に
よ
る
変
化
も
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代

の
終
わ
り
こ
ろ
だ
と
、
現
在
の
西
公
園
に
は
、
北

か
ら
、
中
島
氏
、
涌
谷
伊
達
氏
、
柴
田
氏
、
亘
理

伊
達
氏
、
大
内
氏
、
古
内
氏
の
屋
敷
が
並
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
中
島
・
柴
田
・
大
内
・
古

内
の
各
氏
は
藩
の
家
老
（
奉
行
）
を
輩
出
す
る
家

柄
で
石
高
は
３
千
石
か
ら
５
千
石
で
し
た
が
、
涌

谷
伊
達
氏
と
亘
理
伊
達
氏
は
仙
台
藩
重
臣
で
も
最

も
石
高
が
多
く
、
２
万
石
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

片
平
丁
を
さ
ら
に
南
に
進
む
と
、
茂
庭
氏
や
石

川
氏
、
岩
出
山
伊
達
氏
な
ど
、
や
は
り
１
万
石
を

超
す
重
臣
の
屋
敷
が
並
ぶ
こ
と
か
ら
、
片
平
丁
に

は
「
大だ

い
み
ょ
う
こ
う
じ

名
小
路
」
の
別
称
も
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
重
臣
の
屋
敷
は
１
千
坪
以
上
の
敷
地

を
持
ち
、
屋
敷
内
に
は
豪
壮
な
建
物
だ
け
で
な
く
、

大
き
な
樹
木
も
育
ち
、「
杜
の
都
」
の
原
風
景
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
名
小
路
は
、
次
第
に
仙
台
の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
仙
台
城
下
を
訪
れ
た

旅
人
が
、
そ
の
見
事
な
風
景
を
幾
つ
も
の
紀
行
文

に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
の
変
革
に
よ
り
、
大
名
小
路
の
屋
敷

の
多
く
は
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
裁
判
所
付
近
で

は
屋
敷
を
区
画
す
る
石
垣
や
多
く
の
木
々
が
、
か

つ
て
の
大
名
小
路
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
る
の

で
す
。
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台
市
博
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学
芸
普
及
室
長  

菅
野 

正
道

「
歴
史
を
重
ね
た
市
民
い
こ
い
の
場
」

第 10 回
大町西公園駅


